
特集  「質保証」から「質向上」へ

成果例

教育改革
・改善

質施策

教育機関として成長する大学への取り組み
Before After課題

▶測定を前提としないDP
▶各種学生アンケート、外部アセスメント
等でわかった課題を基に年度単位で改善

▶達成度の測定・可視化が可能な外部ア
セスメントを活用したDPへの変更、アセス
メントポリシーの策定
▶各学科の重点DPと卒業時アセスメント
結果の照合を図る。授業評価アンケートで
もDPの達成度を聞き、授業目標と回答結
果のギャップがあれば授業改善へ
▶FD・SDを統合し、「全学FDSD委員
会」に再編、幹部教職員が共に学生の成
長をテーマに意見交換する機会をつくる
▶「学生FD委員会」を発足させ、正式な形
で質保証のしくみに学生に参加してもらう

▶DPの達成度が測定しにくい
▶質保証のしくみの中に正式
な学生参画のしくみが位置付
けられていなかった

▶産学連携PBLによる「社会で通用する
実践力」を育成するカリキュラムや「チーム
といたん」等の課外活動

▶学生や卒業生アンケート、高校生の変
化や就職の観点、他学科の視点なども入
れながらカリキュラムを見直し、産学連携
PBLを深化・増設した、より実践的な科目
構成に
▶研究授業や授業検討会を実施し、授業
力の向上を図る

▶学生の気質の変化による、
学ぶ力の低下
▶社会や企業ニーズの変化
への対応

▶各種PBLやPJ活動によって成長した学
生主体の広報活動で学生募集がV字回復
▶社会人基礎力の向上と、就職実績の向
上、多様化

▶国内就職以外の進路として海外をめざ
す学生の増加（留学、編入学、就職）

▶多様なキャリアの創出

取材・文／鈴木康介　撮影／木藤富士夫

しらかわはるひ●高校の教員として20年教壇に立っ
た後、10代へのキャリア教育の必要性を感じ、2010
年戸板女子短期大学へ入職。総合教養センター長、
国際コミュニケーション学科教授を歴任し、2022年よ
り現職。

白川 はるひ
学長
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　今では、30ものPJに拡大した「TOITAプロジェクト演習」。商品開発、イ
ベント企画、海外インターンシップや起業など、多様なPBLが設けられてい
る。Z世代の感覚をビジネスに生かしたい企業からのオファーが相次ぎ、連携
先には事欠かない。学生がウエディングカンパニーを起業する例も出てきた。
１４年前、コンビニ業界から転職し、このPJを始めた金井裕太学長補佐は、
「『学生が社会に出て即戦力として活躍できる力を育むために必要な教育』
として始めた。本気でリアルビジネスに取り組み、失敗や成功を繰り返す経
験により、自分の長所・短所やキャリアへの気づきを得る」と語る。
　プロジェクトを通じた成長は、数字にも表れている。外部アセスメントの結
果を分析すると、『自己肯定感』と『行動持続力』は、多くの活動に共通して
伸びが見られたが、海外プログラムに参加した学生は入学前後で『対人関
係能力』が、チームといたんに参加した学生は『自己の強みの理解』が特に
伸びているなど、参加した活動によって特徴が出ている。「この結果は教員
にも共有し、担当授業を振り返って、改善に生かしている」（白川学長）。

学生に多様な挑戦の機会をもたらす
「TOITAプロジェクト演習」の学修成果

キャンパス／東京都港区　学生数／787人
建学の精神／時代に適応する実学の教授研究により、職業に必要な能力を育成するとともに、知性と品性を涵養し、女性の人格
形成と自立を目指す
学科／服飾芸術、食物栄養、国際コミュニケーション

積極的な教育改革と広報によって、定員割れからのV字回復を成し遂げた戸板女子
短期大学。その原動力である「挑戦」をキーワードにした質向上への取り組みを聞く。

戸板女子短期大学

短大だからこその価値を追求し
挑戦する学生、挑戦する大学へ

CASE
 STUDY

注目！ 「TOITAプロジェクト演習」の例

スイーツメニュー開発＜かっぱ寿司＞

アパレルブランド起業プロジェクト＜once elf（株）＞

廃棄バナナの使用が条件。正式に商品化され、2週間で数万食を販売。

ペルソナ分析から商品企画、海外での仕入れまで、学生の手で成し遂げた。
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０
０
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ベ
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れ
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。
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縦
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て
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。
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ク
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携
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献
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と
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落
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。

　本
学
の
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て
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引
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。
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０
２
４
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ア
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。

　課
題
も
あ
り
ま
す
。
学
生
の
学
ぶ
力

の
低
下
を
実
感
し
て
い
る
た
め
、
授
業

ア
ン
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ト
で
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の
達
成
度
を
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問

し
、
回
答
結
果
か
ら
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業
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法
を
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直

す
ほ
か
、
研
究
授
業
な
ど
、
初
等
中
等

教
育
の
授
業
改
善
ノ
ウ
ハ
ウ
も
導
入
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
教
育
力
は
教
員
だ

け
で
高
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
教
職
協
働
で
今
後
の
教
育
を
検
討

す
る
た
め
に
、
F
D
と
S
D
を
統
合
し

た
全
学
F
D
S
D
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。
本
年
度
か
ら
は
、
学
生
F
D
委

員
会
も
発
足
し
、
学
生
が
学
び
づ
く
り

に
も
挑
戦
し
ま
す
。

　多
様
な
キ
ャ
リ
ア
が
求
め
ら
れ
る

今
、
就
職
以
外
の
道
を
模
索
し
、
本
年

度
、
韓
国
の
名
門
女
子
大
へ
の
編
入
学

制
度
も
始
め
ま
し
た
。「
２
年
間
」
と

い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
を
メ
リ
ッ
ト
に
変
え

る
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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＊１ 商品を生み出すまでのプロセスを発信し、収益につなげる手法　＊2 H.I.S.ホテルホールディングス運営のロボットが業務を行うホテル ＊3 課題解決型演習
＊4 学生がオープンキャンパスの企画・運営、学校紹介、体験授業の企画等を担う同短大のブランディングの柱（Between No.303「志願者減時代の学生募集」P.30参照）　　
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